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V319a 硬Ｘ線偏光観測実験X(L)-Calibur気球の 2018年の観測結果と 2021年フライ
トへ向けた準備状況
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偏光観測は、撮像、測光、分光とは独立な物理量（磁場や幾何構造など）が得られる強力な観測手段である。
しかしＸ線やガンマ線など高エネルギー帯域では、いまだ観測天体は数天体に限られており、我々は日米瑞の国
際協力で、X(L)-Calibur気球実験を推進している（PI：Henric Krawczynski）。X(L)-Caliburは、硬Ｘ線望遠鏡
によって天体信号を集光することで、20-80 keVにおいて高感度な偏光観測を実現させる。
これまでに、X-Calibur実験として 2018年 12月に南極において 3日間の科学観測を実施した。秒角で姿勢制

御し、大質量Ｘ線連星GX 301-2からの天体信号の検出に成功している。次回は日本製の大型 FFAST望遠鏡を
搭載したXL-Calibur実験を、2021年にスウェーデンから 1週間の長期フライトさせる計画である。これにより、
かにパルサーのパルス位相毎の偏光度、ブラックホール連星Cyg X-1のコロナ放射からの偏光の初検出を目指す。
現在、気球搭載に向けた FFAST望遠鏡の改修、南極から回収した偏光計の動作チェックを日米で進めている。


